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１．IFRS 任意適用にむけた環境整備について 

 

 

  ① 任意適用のニーズの高まり 

 

  ・アジアの動き 

  ・グローバル連結経営管理 

  ・資本調達など、経営の選択肢の拡大 

 

 

  ② 単独財務諸表への任意適用へ向けた制度環境の整備 

 

・会社法における論点整理の喫緊性 

  ・金融商品取引法上の開示の大幅簡素化 

  ・損金経理要件のあり方の検討 

   

 

 

２．IFRS の解釈と監査の問題 

  

 

  ① 権威ある解釈指針以前のベストプラクティスの整備 

 

 

  ② グローバル監査法人内の監査指針との関係整理 


